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 平成27年度の結果

現場レベルで活⽤できるチェックポイント集の策定

現場レベルでは、「⾃分の担当している設備との相違点がある」、「事故事例を
咀嚼するための時間的余裕がない」等の理由から過去の事故情報の活⽤が進
まないという現状がある。

課題：

⇒ 過去の重⼤事故のフローや原因事象を⼀般化し、事故に繋がるチェックポイン
トを整理し情報発信することで、現場での事故事例の活⽤を促す。

1) 事故事例10件の事故進展フロー図作成
2011-2012年の三⼤事故，2014年の三重県の事故の他，
できるだけ運転現場のチェックポイントの抽出に適した事例を10件選択

1) 1973年千葉県 ポリプロピレン製造⼯場の爆発
2) 2011年⼭⼝県 塩化ビニルモノマー製造施設の爆発(三⼤事故)
3) 2005年⽶国 オレフィン製品製造⼯場の爆発
4) 2012年⼭⼝県 レゾルシンプラントの爆発(三⼤事故)
5) 2010年⽶国 ポリフッ化ビニル貯蔵タンクの爆発
6) 1992年神奈川県 ⽔素還元プロセス中の爆発
7) 2012年兵庫県 アクリル酸製造施設の爆発(三⼤事故)
8) 2014年三重県 ⽔冷熱交換器の洗浄作業中の爆発
9) 2009年⼭⼝県 三フッ化窒素製造プラントの爆発
10) 千葉県 運転データを分析した事例 1



現場レベルで活⽤できるチェックポイント集の策定
２）チェックポイントの抽出（13名の検討員で抽出）

事故進展フロー

原因事象

チェックポイント

①

②

３）チェックポイント集
１０回の検討会で７９１件の
チェックポイントを抽出
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 今後の取組
• 今回抽出したチェックポイント集は、産総研のリレーショナル化学災害データベー

ス（ＲＩＳＣＡＤ）からリンクを張り⼀般に公開する。
• 平成２８年度以降も過去に発⽣した事故を分析して、チェックポイントを抽出

してチェックポイント集を充実させる。
• チェックポイントの検索システムを構築する。

現場レベルで活⽤できるチェックポイント集の策定

４）チェックポイント集の評価

・ 事業所の現場経験者により現場レベルでの評価を
5件程度受ける

・ 2⽉上旬に下記の地区で現地評価実施
○千葉地区 5社，6名
○川崎地区 1社，2名
○⽔島地区 1社，1名

・ チェックポイントの抽出⽅法、チェックポイント検索シ
ステムの構想概要を説明し、チェックポイントや活⽤
⽅法について評価を受けた

⾼く評価された点
• 運転のほかに、設計・⼯事・保全といった多⾓

的な視点からもチェックポイントが抽出されてい
る

• チェックポイントが実際の事故事例から抽出され
ており事故リスクに関連づけられている

• 現場でのチェックだけでなく⻑期的な教育のため
の基盤資料としても有益

要望を受けた点
• ⼤きな事故につながることが想起できるように

チェックポイントからの当該事故への逆引き機
能があると良い

• チェックポイントの⾼度な検索機能、⾃由にカ
スタマイズできる機能が欲しい

• 運転員に考えさせる機能、気づきを与え、⾏
動を変えるようなものが良い
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現場レベルで活⽤できるチェックポイント集の策定
5）現場保安チェックポイント集検索システム
Windowsアプリケーション：管理者が事前にチェックポイントを選択しておく作業

①いつ
チェック
するか②検索のためのキーワードを

指定

③キーワードによりヒットした
チェックポイント一覧表示

④現場で用いるチェック
ポイントを取捨選択
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現場レベルで活⽤できるチェックポイント集の策定
5）現場保安チェックポイント集検索システム
Androidアプリケーション：現場作業者が始業前にチェックポイントを確認する作業

メイン画面

チェックリスト名 

削除ボタン 

インポートボタン 

チェック結果一覧ボタン 

メイン画面

チェックポイント 

結果ラジオボタン 

チェック結果保存ボタン 

チェック結果名テキストボックス 

事例リンク 

チェックポイント名 

Windowsアプリで管理者が作成
したチェックポイントのリストが、作業
者の端末に表⽰される

選択 => 画⾯遷移

対応状況を選択

チェックポイント抽出の
元になった事故事例
にリンク（RISCADの
web site）
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